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JFEテクノワイヤ株式会社は、良質な材料を用い、最新の設備で一貫した管理体制のもと、
常に安定した高品質な製品作りに励んでおります。

弊社の取り扱う線材は大いなる可能性を秘めた材料です。

これまでも、最新の技術で加工した高付加価値製品を生み出してまいりました。
すでに、土木、建築、通信、自動車部品と様々な分野でご利用いただいております。

近年、多くの分野で技術革新がめまぐるしく進んでいます。線材にも更なるニーズが生まれてきます。
JFEテクノワイヤは時代のニーズに素早く対応し、より高い付加価値製品を作り出す努力を続けてまいります。

K（工場は） I（一流） R（利益も） A（安全も） R（Ｒ＆Ｄ：研究開発も） I（1番に）をモットーに
「ニーズに合った高品質な輝く製品作り」から、

「確実、迅速な納品体制、輝くサービス」を、

「JFEテクノブランド」としてご愛顧いただけるよう、誠実な姿勢でこれからも取り組んでまいります。

輝くテクノブランド

■ 本社／工場

O v e r v i e w

（英名     　）

■ 会社名

■ 設　立
 1989年9月11日

■ 資本金
 4億5千万円 

■ 代表取締役
 佐藤　道夫

■ 事業内容
・ 高強度せん断補強筋　・ 亜鉛めっき鋼線／鋼より線　　・ 硬鋼線／ピアノ線　　・ 高強度らせん筋
・ ワイヤーロープ（3×7 G/O、AZ/O、LPコート21） の製造・販売

V i s i o n L o c a t i o n &  F a c t o r y

h i s t o r y

川崎製鉄株式会社
鋼索溶接棒工場の
鋼索部門を分離し、
川鉄鋼線工業株式
会社を設立

1971年10月
（昭和46年）

〒260-0826　千葉市中央区新浜町1番地（JFEスチール株式会社 東日本製鉄所千葉製鉄所構内）
TEL.043-262-2164（代表）　最寄駅：JR京葉線・外房線・内房線 蘇我駅

■ 営業部
〒111-0051　東京都台東区蔵前3-12-8（岡安ビル6階）　TEL.03-3865-9245（代表）

川鉄鋼線工業株式
会社の鋼線鋼索部
門を継承する川鉄テ
クノワイヤ株式会社
を設立

1989年 9月
（平成元年）

高強度せん断補強筋
「リバーボン785」
販売開始

1997年 8月
（平成９年）

ISO9001認証取得

2000年10月
（平成12年）

川崎製鉄株式会社
と日本鋼管株式会
社の経営統合により
川鉄テクノワイヤ株
式会社からJFEテク
ノワイヤ株式会社に
社名変更

2003年 4月
（平成15年）

新亜鉛めっきライン
「E-１」稼働

2007年 8月
（平成19年）

新クロメートライン稼働

2008年 3月
（平成20年）

細径ピアノ線用伸線機
「C-1」稼働

2012年 10月
（平成24年）

高速電気亜鉛めっき
ライン「NE-1」稼働

2017年 7月
（平成29年）


